
課題 南海トラフ巨大地震時における超高層建物の構造損傷と耐震対策評価

長周期地震動を受ける超高層建物の文部科学省PJ
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長時間振動による破壊メカニズム
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サブストラクチャ実験手法

施設限界重量の94%

コンクリート錘，積層ゴム
鋼製ダンパーによる代替

実骨組に設計資料の反映

防災科技研・E-Defense

①

②

③

④ 6

柱梁接合部補強

-400
-300
-200
-100

0
100
200
300
400

-15 -10 -5 0 5 10 15

0.01

0.1

1

10

100 101 102 103 104

  49.0
1

48.20









 tN



 
ydpdcdcd

d
eq LA

tw
N

 


max

0

4
)(

エルセントロ波

名古屋・三の丸波

p (%)

D
am

pe
r F

or
ce

 (k
N

)

Damper Deformation (mm)

Period (sec)

V E
(m

/s
ec

)

6

4

2

0
0 2 41 3

エネルギー吸収を70%肩代わり
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累積塑性回転角

運営委員会委員長：和田章先生

アンボンドブレース

梁端変形性状

損傷低減
AIJ学術書2013

名古屋・三の丸波
エネルギースペクトル

オイルダンパー

名古屋・三の丸波

2014.9.1 名大・長江拓也


